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「多様化・複雑化する電気通信事故の防止の在り方について 報告書（案）」に関し、別紙

のとおり意見を提出します。
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別紙

このたびは、「多様化・複雑化する電気通信事故の防止の在り方について 報告書（案）に対する意見募集」に関し、意見提出の機会を設けて頂い

たことにつきまして、御礼申し上げます。

以下のとおり弊社の意見を述べさせて頂きますので、宜しくお取り計らいの程、お願い申し上げます。

総論

多様化・複雑化する電気通信事故の防止の在り方については、事業者の自律的・継続的なＰＤＣＡサイクルの確保による事故防止を基本とすること

が望ましいと考えます。引き続きご検討頂きたい事項、ご配慮頂きたい事項等については以下の通り意見致します。

各論

各論 項目 具体的内容

第２章

事 故 防

止 の 基

本 的 枠

組 み の

在り方

第 3章

事 故 の

事 前 防

止 の 在

り方

１．機能・役割分

担の在り方

（２）管理規程

１．設備の設置・

設計

（１）適切な設備

量の確保

事故防止に必要な具体的な取り組みを「管理規程」に盛り込む事ついては、進める事が望ましいと考えます。 但

し、当該取り組み内容には、設備容量をはじめ、ベンダー等との守秘義務、経営情報や各社の設計・運用ノウハ

ウ等、外部への開示ができないものが含まれることもあるため、当該取り組み内容の第 3 者への提出・開示は事

業者側の任意判断とすべきと考えます。
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各論 項目 具体的内容

第２章

事 故 防

止 の 基

本 的 枠

組 み の

在り方

１．機能・役割分

担の在り方

（４）電気通信主

任技術者

２)電気通信主任

技術者の能力維

持・向上

「電気通信主任技術者」の「業務範囲の明確化」や「講習制度の創設」を伴う、見直しについては、進める事が

望ましいと考えます。 但し講習制度の創設にあたっては、事故防止の観点から、技術的な内容よりもむしろ、Ｐ

ＤＣＡサイクルにおける改善活動レベルの向上や、ヒューマンエラー防止に重点を置いた講習制度を創設するこ

とが望ましいと考えます。

第５章

事 故 報

告 制 度

の 在 り

方

１．報告基準

（１）重大事故①

３）影響利用者数

や継続時間数の基

準

重大事故の事故報告基準の見直しについては、以下の点に考慮の上、慎重に進める事が望ましいと考えます。

・ 事業にあたっては、早期復旧は当然のことながら、同時に、再発防止の観点から原因究明が重要と考えます。

現状、事業者は事故発生時には最適な方法を都度選択し復旧作業にあたっておりますが、事故継続時間の報告

基準が、従来の２時間から１時間に半減されることで、事業者による復旧作業の選択肢が大幅に限定され、原

因究明を講じる前に本来避けたいシステム全体のリブートから入らざるを得なくなる可能性が高まります。リ

ブートによる復旧は、時間短縮が可能である一方、支障をきたしていない回線にも影響を及ぼすことがあり、

またリブートにより支障発生時の状態（ログ）が把握し辛くなることで、根本原因の究明が困難となることも

予想されます。事故継続時間の短縮は重要ではありますが、再発防止のための原因分析及び対策実施も同様に

重要と考えますので、両者のバランスが取れた事故報告基準の見直しを望みます。
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各論 項目 具体的内容

第６章

事 故 報

告 後 の

フ ォ ロ

ー ア ッ

プ の 在

り方

１.事故報告の第

三者検証

２.事故報告の活

用

３.事業者間の情

報共有

「第三者検証を行う仕組み」の導入については、以下の点を考慮の上、進める事が望ましいと考えます。

・ 検証を行う第三者として、日進月歩で進化する電気通信技術・設備について高度な専門知識をもち、客観的な

視点、中立的な立場にて、適切かつ迅速な検証作業を行える者を選出すべきと考えます。

以上


